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１．事業仕分けが広まった背景とその意義 

   ― 事業仕分けのきっかけ 

― 具体論の必要性 

― 現場の視点（外部の目） 

  ― 公開 

   ― プロセス重視 

 

２．政府の事業仕分け（昨年１１月） 

   ― 予算編成との一体化 

   ― 政治家の役割 

   ― メディアの役割 

 

３．行政刷新会議事務局の中での役割 

 ― 官僚と民間出向 

― 常勤と非常勤 

 ― 政治との距離 

 

４．本質は現場にあり 

 ― 「木を見なければ森は見えない」 

 ― 「仕分け調査員」 


